消防法について

１　危険物とは？

1 「消防法別表の品名欄に掲載された物品で、消防法別表で定められた性質欄に掲げる性状を有するもの」＝このまま覚えておこう

2 常温で液体や固体。（　　　のものはない＝　　　　　　　などガス類はここで扱う危険物ではない）

3 木炭や石炭、木材は表に載っていないので危険物ではない。

問題1
２　危険物の分類

　第１類　から　第６類まである。危険物そのものは６種類あると覚えておこう

そのうち第４類は下の表のように７種類ある。

３　指定数量とは？

　危険物はある一定以上の量を扱う場合、規制を受ける。その一定量のことを指定数量という。

指定数量がちいさい＝　　　　　　　　
	第４類危険物
	指定数量
	覚え方

	特殊引火物
	
	５０リットル
	ごついよ銭湯、風呂満員
	ご

	第１石油類
	（ガソリン）
	２００リットル（アセトンのみ４００）
	
	つい

	アルコール類
	
	４００リットル
	
	よ

	第２石油類
	（灯油・軽油）
	１０００リットル
	
	せんとう

	第３石油類
	（重油）
	２０００リットル
（グリセリンは４０００㍑）
	
	ふ

	第４石油類
	（ギヤー油・シリンダー油）
	６０００リットル
	
	ろ

	動植物油類
	
	１００００リットル
	
	まんいん


問題２・３
４　危険物の貯蔵量、取り扱いの計算について

おなじ場所で２種類以上の危険物を貯蔵する場合

Ａ危険物の貯蔵量　　　　Ｂ危険物の貯蔵量　
Ａ危険物の指定数量　　　Ｂ危険物の指定数量

問題４・５
危険物を貯蔵したり製造する際の手続きについて
５　危険物の貯蔵　及び　取り扱いの手続きや制限について

原則として、指定数量以上の危険物は製造所等以外の場所で貯蔵したり取り扱ってはいけない。
ただし、　　　　　　または　　　　　　の　　　を受けた場合は指定数量以上の危険物を　　　　　、製造所以外の場所で取り扱える＝これを仮貯蔵という
○指定数量未満の危険物の取り扱いについて＝　　　　　　　　に記載されている。
問題４

製造所等の設置から　用途廃止までの手続き
①製造所を新しく設置（変更）する場合、　　　　　　に　　　（　　　）
許可を　　　　して許可を受ける。
②工事完了後、市町村長から完成検査を受ける。

③検査に合格して「完成検査認証」を受けた後に製造所を使用することが出来る。

問題７
手続き　まとめ
	内容
	誰に
	許可・承認

	製造所を設置

変更
	市町村長
	許可

	仮貯蔵・仮取扱い

（指定数量以上を１０日以内）
	消防長・消防所長
	承認

	仮使用の場合
	市町村長
	承認


仮使用とは、製造所等の位置、構造及び設備を変更する場合に変更工事中にかかる部分以外を部分の一部、または全部を完成検査前に仮に使用すること。
問題８・９
そのほか、様々な変更なども届出をしないといけない。以下はそのまとめ

各種届出まとめ
	危険物の品名・数量・指定数量の倍数を変更する場合
	日前まで
	市町村長等に

	製造所の譲渡または引渡し
	変更後すぐに
	市町村長等に

	製造所を廃止
	変更後すぐに
	市町村長等に

	危険物を管理する人を変える場合
	変更後すぐに
	市町村長等に


定期点検と予防規定
〔１〕点検を行う者

1 危険物取扱者（甲・乙・丙）

2 危険物施設保安員

3 危険物取扱者（甲・乙）の　　　　　を受けて行う　　　　　　
〔２〕点検の回数…年に　　回以上

〔３〕点検記録の保存…　　年間

〔４〕必ず点検しないといけない場所


問題１０・１１

予防規定…政令で定める製造所で必要
· 危険物の保安に関し、必要な事項を自主的に定めた規定のこと。

· 定めるときと変更するときは市町村長の認可が必要。

これを定めないと罰則もあります・認可という言葉を使うのは予防規程だけです
問題１２

危険物取扱い者免状と保安体制

	
	扱える危険物の種類
	立会い
	監督者になれるか

	甲
	全部
	○
	○６ヶ月の実務期間が必要

	乙
	指定されたもの
	○
	○６ヶ月の実務期間が必要

	丙
	指定されたもの
	×
	×


ただし、以下のものは資格がもらえない。
· 県知事から免許の返納を命じられて１年を経過しないもの。

· 消防法に違反して、２年経っていないもの。

免許の書き換えについて

①　　　　の変更があった場合

②　　　　の変更があった場合

③張っている写真が　　　年経ったら

保安講習

知事が行う講習を受けなくてはならない。ただし、資格を持っていて実際に危険物を扱っている人のみ。

期間は危険物を扱ってから　　年、その後は　　年ごと。

危険物保安監督者

危険物資格　甲・乙を持っている人で実務経験　　ヶ月以上のもの。

　　製造所・屋外タンク貯蔵所・給油取扱い所・移送取扱い所は保安監督者を置かなければならない。
　　市町村長は解任を命じることが出来る。

問題１３

製造所・屋外タンク貯蔵所
給油取扱い所・移送取扱い所　は　保安監督者　を置かなければいけない。

市町村長は解任を命じることが出来る。

危険物対策テキスト無料ダウンロード　http://www.eonet.ne.jp/~start/

消防法　問題集１

問題１　法別表第１の性質欄にあげる危険物の性状として当てはまらない物はどれ？

①自然発火性物質及び禁水性物質

②酸化性個体

③自己反応性物質

④酸化性液体

⑤可燃気体

問題2　品名・物品名及び指定数量の組み合わせで誤っている物はどれ

　　　　品名　　　　　　物品名　　　　　　指定数量

①　特殊引火物　　　ジエチルエーテル　　　　５０㍑

②　第１石油類　　　アセトン　　　　　　　４００㍑

③　アルコール類　　エタノール　　　　　１０００㍑

④　第３石油類　　　重油　　　　　　　　２０００㍑

⑤　第４石油類　　　ギヤー油　　　　　　６０００㍑

問題3　法別表の危険物の説明として、次のうち正しいものはどれか？
１．危険物は特類、及び第１類～第6類までの7種類に分類されている。

２．危険物はその類ごとに甲種危険物、乙種危険物、丙種危険物に分類されている。

３．危険物は類の数が増すにしたがって危険度も大きくなっている。

４．危険物の指定数量は全国で同一である。

５．プロパン及び水素は第4類の危険物に該当する。

問題４

問題６　２００㍑入りの金属製ドラム缶3本の重油と200㍑の灯油を同一の場所に貯蔵している場合、ガソリンを最低何リットル貯蔵すれば指定数量以上貯蔵していることになるか？

１．８０㍑　２．９０㍑　３．１００㍑　４．１１０㍑　５．１２０㍑

問題５　次の文の（A）から（C）に当てはまる語句のうち正しいものを選べ
指定数量以上の危険物は貯蔵所以外の場所で貯蔵し、または製造所・貯蔵所及び取扱い所以外の場所でこれを取り扱ってはならない。ただし（A）の（B）を受けて指定数量以上の危険物を（C）以内の期間、仮に貯蔵しまたは取り扱う場合はこの限りではない。
	
	A
	B
	C

	１
	危険物取扱者
	許可
	15日

	２
	市町村長
	許可
	10日

	３
	市町村長
	承認
	10日

	４
	所轄消防所及び消防署長
	承認
	10日

	５
	所轄消防所及び消防署長
	認可
	15日


問題７

問題８　危険物の品名・数量・指定数量の倍数を変更しようとする場合の手続きについて正しい物はどれ？

①変更しようとする日の１０日前までに消防庁または消防署長の認可を受ける。

②変更しようとする日の１０日前までに市町村長等に届け出る

③変更後１０日以内に市町村長等に届け出る

④変更する前日までに消防庁または消防署長の承諾を受ける。

⑤変更する前日までに市町村長等の許可を受ける

問題９　製造所等の変更許可を受けた場合の仮使用について正しいものは次のうちどれか？
1． 完成検査前に市町村長等の承認を受けた製造所等を使用した。

2． 市町村長等の承認を受けて完成した部分から使用した。

3． 完成検査を受け一部が不合格となったので検査に合格した部分のみを市町村長等の承認を受けて使用した。

4． 完成検査前に市町村長等に届け出て完成した部分から使用した。

5． 完成検査前に変更の工事にかかる部分以外の部分の全部を市町村長等の承認を受けて使用した。

問題１０　製造所等の定期点検で誤っているものはどれ？
1． 丙種危険物取扱者は定期点検を行うことはできない。

2． 製造所等の所有者等は定期点検記録を作成してこれを３年間保存しなければならない

3． 定期点検は製造所等の位置、構造及び設備等が技術上の基準に適合しているかどうかについて行う。

4． 危険物施設保安員は定期点検を行うことが出来る。

5． 乙種危険物取扱者は定期点検を行うことが出来る。

問題１１　定期点検を義務付けられていないものはどれ
1． 移動タンク貯蔵所

2． 地下タンクを有する製造所

3． 地下タンク貯蔵所

4． 簡易タンク貯蔵所

5． 地下タンクを有する給油取扱い所

問題１２　予防規定について次のうち正しいものはどれ？
1、 予防規定を定めたときは市町村長の認可を受けなくてはならない。

2、 すべての製造所において予防規定を定めないといけない。

3、 予防規定は製造所における自主保安に関する基準で危険物の貯蔵、取扱いの技術上の基準によらない場合に定めるものである。

4、 予防規定は危険物保安員が定めないといけない。

5、 自衛消防団を設ける製造所では予防規定は定めなくても良い

問題１３
危険物の保安講習について間違っている物はどれ

①危険物保安監督者は受講が義務付けられている

②製造所等で危険物の取り扱いに従事している危険物取扱者に対して受講が議陸奥けられている

③受講義務のある危険物取扱者が講習を受けなかったときは免状の返上を命ぜられるときがある

④免状を受けた都道府県だけでなく、どの都道府県で行われる講習でも受講する事ができる

⑤甲種・乙種は３年に１回、丙種は５年に１回講習を受講しなければならない




地下タンク貯蔵所　　　　　　　移動タンク貯蔵所


地下タンクを有する製造所　　　移送取扱所


地下タンク給油取扱い所


地下タンク一般取扱所











+





Ａ～Ｃの危険物を同一の貯蔵所で貯蔵した場合、指定数量の何倍になるか？


　　指定数量　　　　貯蔵量


Ａ　　　５０㍑　　　２７５㍑　　　　　①１．３倍　　　④１６倍


Ｂ　　２００㍑　　１４００㍑　　　　　②４．１倍　　　⑤２１倍


Ｃ　１０００㍑　　８５００㍑　　　　　③１２．５倍





製造所等の位置・構造及び設備を変更する場合の手続きで正しい物はどれ


①変更工事完了後速やかに市町村長にその旨を届け出る


②変更工事完了後の１０日前までに市町村長に届け出る


③変更計画を市町村長等に届け出てから変更工事に着手する


④市町村長等の変更許可を受けた後に変更工事に着手する


⑤変更しようとする日の１０日前までに市町村長に届け出る








この値が「指定数量の　倍」


という値になる





地下タンク全般と


移動タンク（＝タンクローリー）


移送取扱い所


と覚えておこう








